
◆平成30年度実施項目数 ・・・・・・・ 90項目 　【参考】平成29年度実施項目　88項目

◆基本方針別実施項目数

　基本方針Ⅰ　経営の発想に基づいた将来への備え ・・・・・・・ 21項目

　基本方針Ⅱ　選択と集中による適正な行政資源の配分・・・・・・・ 20項目

　基本方針Ⅲ　効果的なサービス提供の仕組みづくり ・・・・・・・ 36項目

　基本方針Ⅳ　安定的な自主財源の確保 ・・・・・・・ 13項目

計 90項目

◆新規追加（２項目）

基本方針
新項目
番号

Ⅱ 10

Ⅱ 12-1

◆平成30年度版アクションプランにおける主な取組

基本方針
項目
番号

4-6

5-1

5-3

5-4

5-7

6

7

10

12-1

15-8

15-9

22-2

22-3

22-4 高齢者福祉施設の運営体制の見直し

22-5

22-7
こどもの発達センターひいらぎの運営体制の
見直し

【H30】事業統合、児童発達支援センター構築
の検討等

Ⅱ

出納業務の見直し・効率化 【H30】検討・構築

はなバス事業の見直し
【H30】基準策定、ＯＤ調査
【H32】運賃・ルート見直し

Ⅲ 【H30】田無高齢者在宅サービスセンターの運
営の見直し等

庁用車の保有台数の削減 【H30】方針決定

各種補助事業の適正化（高齢者事業）
【H30】検証
【H31】方針決定

窓口業務等の委託化等の検討
【H30】他市事例調査・研究、方針決定
【H32】実施

出張所・自動交付機等の運用の見直し

学童クラブ育成料の見直し

【H30】審議会
【H31】改定Ⅰ

利用者負担（保育料）の見直し

占用料等の適正化 【H30】方針決定

下水道事業特別会計の健全化
【H30】移行準備
【H31】公営企業会計へ移行
【H32】審議会諮問・答申（料金改定）

【H30】市民周知
【H31】自動交付機廃止

保育園の民間活力の活用推進 【H30】公設民営園の民設民営化計画策定

【H30】国保財政健全化計画策定国民健康保険特別会計の健全化

第４次行財政改革大綱アクションプラン（平成30年度版）の概要

庁用車の保有台数の削減

施設使用料の適正化（学校施設）
【H30】保谷中夜間照明使用料等の諮問・答申
【H30・31】中原小・ひばり中の建替えに伴う
使用料等の検討

高齢者福祉サービス等の効果的な運用と利用
者負担の適正化

【H30】検証
【H31】方針決定

主な取組内容

出納業務の見直し・効率化

実施項目

実施項目

実施内容

公営企業会計（下水道事業）導入に向けた出納
業務体制の構築

庁用車の適正保有台数等の検討

資料 ２平成 30年5月17日

行財政改革推進委員会


